
令和Ą年度 斯鹿バ旨 θ芸術科 美術 美術Ⅰχ 

 

月 内容質考査作鷺 学習内容及び教材作鷺 会 解 回 時間 
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○士式嗣ン至実斯ョン 

○絵画 

θ植物質風景を蛩くχ 

○単元至旨詞 

○鑑賞θ日本美術χ 

○映像メ視伺仔表現 

θ写真埼表際χ 

○視孜使ン 

θ生活を彩傘文様χ 

質年間昨学習計画や学習内容を学ぶ甑θ美術Ⅰ昨概要χ 

質水彩絵昨具削つい崎昨基礎的技能を習得裁腰植物昨生命

力を色や構造を工夫裁表現際傘甑 

質遠近法を効果的削用いた風景を撮影裁腰表現際傘甑 

質水彩絵昨具昨扱い碕遠近法質構図削つい崎 

質日本昨美術昨良さや特性を理解裁腰味わう甑 

質構図や被写体削対際傘角度腰光碕影昨効果腰斯ャッタ実

旨侍実詩作鷺を工夫裁腰写真を表際甑 

質携帯電話又朔身近作機器昨写真機能を使用裁腰写真表現

削つい崎学ぶ甑 

質色彩理論を採さえ崎腰模様を視孜使ン際傘甑使う場面を 

 想定裁腰使メ実施削合う形や色を工夫際傘 
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○視孜使ンθキャ鹿ク

タ実をつく傘χ 

 

○鉛筆視ッ支ン 

 基本形態栽晒人物 

 

○鑑賞碕単元至旨詞 

質自分昨名前昨キャ鹿クタ実を視孜使ン裁腰名刺を制作際

傘甑 

質鉛筆視ッ支ン昨基本を習得裁腰写真模写昨表現削生栽際甑 

質人物昨表情昨豊栽さ削気歳つ済腰そ昨人昨個性や人柄作

鷺歳表参た人物画を表際甑 

質坤祈三昨形墾仏像昨顔や手昨表情腰着衣や持ち物腰部分碕

全体昨関係腰様式作鷺削着目裁鑑賞を深薩傘甑 
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○映像埼伝え傘メッセ

実施 

 

○芸術発表削殺け崎 

 

○擦碕薩 

質画面昨構成や一コ爾昨時間腰言葉や音作鷺昨効果を生栽

裁腰自分昨伝えたいこ碕を映像埼表際甑 

質芸術発表削向け崎腰作品昨巸装や修正腰キャプ斯ョン昨

準備を裁崎発表削備え傘甑 

 

質1年間昨美術を振三返三腰教科書ｐǘ坤美術碕朔作削

栽墾を再度考察裁話裁合う甑 
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芸術 必修選択 科目名 美術Ⅰ 

使用教科書 高校生昨美術Ⅰθ日本文教出版χ 

履修学年 第 ǖ 学年 履修単位 ǘ 単位 

学習昨目標 

美術昨幅広い創造活動を通裁崎腰造形的作見方質考え方を働栽せ腰美的体験を重搾腰生活や社会

昨中昨美術や美術文化碕幅広く関わ傘資質質能力を育成際傘甑 

評価基準 

及び方法 

会知識質技能 
質対象や事象を捉え傘造形的作視点削つい崎理解を深薩崎い傘甑 

質創造的作美術昨表現を際傘た薩削必要作技能を身削付け腰意図削応載崎表現方法 

を創意工夫裁腰表裁崎い傘甑 

解思考質判断質表現 
質造形的作皿さや美裁さ腰表現昨意図碕創造的作工夫腰美術昨働済作鷺削つい崎考 

え傘碕碕雑削腰主巠を生成裁発想や構想を練三腰美術や美術文化碕豊栽削関わ三

主体的削表現及び鑑賞昨創造活動削取三組雑う碕裁崎い傘甑 

回主体的削学習削取

三組殺態度 

質美術や美術文化碕豊栽削関わ三主体的削表現及び鑑賞昨創造活動削取三組雑う碕

裁崎い傘甑 

表現活動へ昨取三組札姿勢質作品質治実詞児四式士蛬出質単元至旨詞作鷺埼総合的削評価甑 

そ昨他留意点 用具昨扱い方削朔十分削気を付け腰安全教育を徹底際傘甑 


